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韮崎市は、市内を流れる釜無川と塩川によつて作 り上げられた特徴的な地形をもち、

いにしえより豊かな文化を育んできた土地であります。

近年、市内において住宅建設や店舗建設が急増 し、新たに多くの地点で有無確認調

査が実施されております。本報告書は、平成15年度に実施 した有無確認調査の報告お

よび発掘調査概報をまとめたものであります。

有無確認調査の実施による成果が、本報告書 とい う形で残されていくわけでありま

すので、この成果が後世に語 り継がれ、先人の足跡 とその歴史がいかにして展開され

たかを知る一助となるよう、今後更に努力をして参 りたいと考えております。

最後に、有無確認調査実施から本報告書作成に至るまで、多大なる御理解 と御尽力

を賜 りました関係者各位および各機関に深く感謝申し上げます。

平成16年 3月 31日

韮崎市教育委員会

教育長 輿 石   薫



傾J

1 本書は、平成15年度韮崎市において実施 した、開発に伴 う事前調査 (遺跡の有無確認調査)報告書である。

2 各遺跡の名称は、小字名を採用 した。

3 遺跡の有無確認調査および発掘調査・整理作業の業務は、韮崎市教育委員会が行つた。

4 本報告書作成にかかわる業務は韮崎市教育委員会が行つた。

5凡 例

① 遺跡の有無確認調査実施地について、報告の都合上任意に番号を付けた。本報告書中の位置図および一覧

表中の遺跡番号は、この番号で統一してある。

② 遺跡有無確認調査実施地一覧表中の項目は、以下のとおり略号を使用した。

表記番地以外の申請地数―「外」(単位筆)、 遺跡の有無―「有無」

有無確認調査実施地面積―「面積」(単位m2)、 保護協定締結―「協定」

試掘調査―「試掘」、発掘調査―「発掘」

③ 地図の縮尺は、有無確認調査実施地位置図については挿図内に示した。また各遺跡の位置図については

50,000分の 1に統一し、その他の地図に関してはその都度明記した。

6 有無確認調査から本報告書作成に至るまで、多くの方々に多大なる御理解・御尽力と御指導を賜つた。紙面

の都合上御芳名を挙げることはできないが、ここに深く感謝申し上げる次第である。

7 調査によつて出土した遺物ならびに図面・写真等の記録は、韮崎市教育委員会が保管・管理している。

調査組織

1.調査主体 韮崎市教育委員会

2.調査担当 山下 孝司・閏間 俊明 (韮崎市教育委員会 教育課)

3.事 務 局 (韮崎市教育委員会 教育課)

教 育 長 輿石  薫

課  長 山本 雄次

室  長 横森武千代

リーダー 山下 孝司

閏間 俊明
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第 1章 事業の概要
1 平成15年度 市内遺跡有無確認調査実施地 位置図
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2 平成15年度 市内遺跡有無確認調査実施地 一覧

No 所 在 地 他(筆数) 開発 目的 面 積 有 無 備 考

1 姫 町 上 候 引ヒ割1宰撻 六 2097-S 個 人倖 宇 律 譜 F18923 無

円野町上円井字石之坪1656 個 人 住 宅 建 設 19345 無

旭 町 上 條 北 署J字 金 山 12212 2 個 人 住 宅 建 設 60355 無

穴山石水2786-1 2 個 人 住 宅 痒 設 37416 無

大 草 町 上 榛 東 割 字 埠 久保 10651 1 個 人 倖 申 律 譜 19793 無

清 哲 町 青 木 宰 構 首 下 1884‐ 1 個 人件 車 緯 譜 29155 無

標 坂 RT丈軍 三 ツ 津 軍 西 坊 乗 石 8461 7 畑れ帯整桔 無

専用住宅建設 20093 無

円野町入戸塚字瀬戸田24 個 人 住 宅 建 設 無

藤 井 町 北 下 條 字 宮 木 571-1 個 人 住 宅 懲 設 17715 無

穴 山町 字 稲 倉 1874 個 人倖 車 律 設 102255 無

下 和 畳 石 341 個 人什 宇 律 譜 無

冨 十 甲三 T日 2623 但 人 住 宅 建 設 無

際 井 町 北 下 條 字 横 屋 1591 3 宅 地 造 或 19882 無

ネ申山町北宮地字ラユネ申1152‐ 2 個 人 件 宅 律 設 201 48 無

龍 岡 町 若 晶新 田 891 個 人作 卑 律 譜 無

穂坂町宮久保字御崎平5322-21 1 自家 用 革 庫 34451 無

神 山町 武 田字 下 北 原 633-1 個 人 住 宅 建 設 無

龍 岡 町 若 尾新 田字 古 川 端 1001番 1 1 個 人 仕 宅 e設 無

20 大草 町 下 篠 中割 570 個 人倖 宇 律 譜 9461 暴

大車町下條西割字下山神937 2 9人住宅建設 99866 無

清 哲 町 折 井 859 1 9人住宅建設 無

宮 士 見 三 丁 目2616-2 個 人 住 宅 建 設 1517 無

24 大草 BT下篠 中割 574 1 個 人倖 申 律 設 無

25 商 業 施 設 無

藤 井 町駒 井 字 砂 冨神 2747-3 但 人 住 宅 建 設 9926 無

韮崎町■ニノ[J838 個 人 住 宅 建 設 93969 無

穂 坂 町 宮 久保 字 御 崎 平 532221 1 白蒙 用車 庫 無

藤 井 BT北下 篠 申 山本 8ヽ344 1 個人住宅建設 20936 無

中央 町 1538-1 個 人 住 宅 建 設 23602 無

大 軍 町 若 尾 18 店舗 新 築 征

富 士 見 二 丁 目司838 1 共 同住 宅 建 設 無

中 出 HT中 候 軍 上 野 4156-1 1 個 人倖 申 筆 設 21933
洵且日
「

上 イ辰層冨コ1軍 外 徊 易助|ご8314-384 個 人 住 零 建 設 無

大 軍 町 下 榛 西 副 字 下 山神 944‐ 1 個 人 住 宅 建 設 27532 無

中田町 /1ヽ 田り|11350-1 個 人住 宅 建 設 22525 無

中 田町 小 田川 字 切 石 1971-1 1 個 人任 宅 建 設 40887 無

藤 斗 HT首下 條 申 山影 596 2 個 人 住 電 建 設 120258 無

大 軍 町 下 條 西 割 12001 休 憩堅 無

穏 坂 町 大 字 宮 久 保 字 保 久 原 5698 個 人 住 宅 建 設 142219 無

穴山町三ツ石8866-9 1 個 人 住 宅 憩 設 22831 征
（

中 田 BT中 條 宰 橿 田 482‐ 2 3 個 人件 4h■ 律 設 無

罷 岡 町 下 條 東 説 62-2 1回 人 住 宅 建 設 無

若 宮 三 丁 目866-1 1 共 同住 宅 建 設 84181 無

大草 町 下 條 西 割 字 下 山神 94牛 4 専 用 住 宅 建 設 2979 無

穴山町4847‐ 2 専 用 住 宇 e設 43635 無

夫 軍 町 下 篠 中 割 軍 下 村 125 共 同 仁 零 建 設 34983 無

穴 山 町 三 ツ石 8866-4 個 人 住 宅 建 設 20384 無

龍 岡 町 下 條 南 割 字 北 原 1155-5 個 人 住 宅 建 設 19303 無

旭 町 上 篠 中割 字 渋 囲 1799-1 懲 売住 宅 e設 33816 無

看 冒 ――T日 574-6 個 人 仁 写 建 設 無

おくネ申
=三

二
「

F∃ 4984-1 物 置 37399 無

穴 山町 字 夏 目40852 送 電 線 鉄 塔 建 築 無

本町三丁目4232-1 4 個 人 住 宅 俸 設 笠
＾

富」
=見

三二丁日1521-2 個 人 仁 署 建 設 無

旭 町 上 探 中剤 2102 1 個 人 住 署 建 設 無

本 田丁三 二
「

目2323 1 営 業 所 無

清 哲 町 水 上 字 下 ノ田39 個 人 住 宅 建 設 46894 無

藤 井 町 北 下篠 宰 殿 田 1754 個人住宅建設 無

円野 町 上 円井 1729-1 飲 食 盾 建 設 無

―ツ谷95-2 2 個 人住 宅 建 設 無

大章 町 若 尾 字 本 滝 70 事 務 所 建 設 無

穂坂町宮久保字飯米場 石 飯 米 場 遠 跡

64 姫 町 大
~f上

條 百 副 字 川 原 石 3157 個 人 住 号 建 設 462075 無

穂 坂 町 宮 久保 字 北 原 31401 個 人 住 宅 建 設 58149 無

66 穴 山 断 字 三 ツ石 88748 個 人 住 宅 懲 設 21499 無

語 間 HT下候 百 ヨ144-1 倉 厚 61211 無

渭 畜 町言 本 字 竹 原 田 1540 個 人 住 号 建 設 無

中 国 町 字 中榛 上 野 4020‐ 4 尋 用 住 宅 建 設 49585
穂 坂 町 三 ツ澤 字 新 木 林 2404-1 個 人 住 宅 建 設 32096
標 坂 WT夫軍 宮 久 保 軍 三 白フKl175‐ 2 医環 法 人 病 標 無

卒申山 町鍋 山2058 1 個 人 住 r―E建設 無

穴山町驚山7238-2 個 人 住 宅 建 設 無

富 士 見 ヶ丘 二 丁 目244-2 個 人 住 宅 建 設 45456 無

龍 岡 町 若 尾 新 田字 東 河 原 5031 英 lll仁 星 懲 設 125342 無

-2-



No 所 在 地 他(筆数) 開 発 目的 面 積 有 無 備 考

冨 士 算二 丁 日 1836 1 共同住宅建設 無

活 育 町 青 木 軍 上 河 康 175‐ 81 個 人 住 宅 建 設 無

寵 岡 BTボ篠 頁 郵I軍 尋 塚 植 に9S3‐ 1 個 人件 車 e殻 37S32 無

穴 山町 字 三 ツ石 8864-21 個 人件 字 律 譜 無

藤 界 HT駒井 早 冨 ノ副 221牛 1 個 人律 4b・ 往 譜 4ク6 SA 右

龍 岡 町 芳 星斯 田宰 海 考 島 34-9 個 人 住 宅 建 設 20029 無

蘇 斗 BT】 佐ボ 榛 車 律 石 畠 1003‐ 2 個 人住 宅 0設 7350 無

藤 ヰ BT析ヰ 軍 茅 旅 764‐ 個 人件 車 蕉 譜 1431 右

藤 井 町南 示 篠 字 水 無 421‐ 4 1 但人住宅建設 ク04S 右

穴 山町 申 伊 藤 久保 4734-2 」フオン鉄塔建築 無

宍山EIT軍 恵日4031-3 個 人件 申 0設 無

富 士 見 ヶ丘 二 丁 目245 桐 人倖 宇 律 譜 1705 無

中 島二 丁 目2939-10 個 人 住 宅 建 設 無

中 田町 宰 中篠 上 野 4020-4 個 人 住 宅 鬱 設 49585 無

穴山BT車 罪〒フk2844 個 人件 車 書 譜 68626 無

ネ申山町鍋山1977 個 人倖 宇 芭 譜 99∩ 77 4E

本町 ― 丁 目21882 1 共同 住 宅 建 設 1157 無

大章 RT上 篠 東 碧 886 個 人 住 宅 馨 設 68 無

1同 人倖 申 律 譜 無

旭町上條北割字鎌倉2628-1 個 人倖 宇 律 譜 14954 無

円野 町 入 戸 野 字 南 原 1124 ゴ ミ集 積 所 建 設 2108 集

97 漁 坂 RT宮 久保 宰 三 百 水 701-1 店 舗 建 設 2351 無

98 粕山B可比宮IIb車 ヨ妻ネ申94S‐3 集会 施 設 建 設 93258 征

大 革 町 上 條 頁 署赳475‐ 2 欄 人件 隼 律 譜 無

100 龍 岡 町 下 榛 南 割 御 座 田 1686‐ 1 個 人 住 宅 21998 無

大草 町 下 條 宰 示 山神 923‐ 3 個 人 住 宅 建 : 19848 無

寵 岡 町 芳 屋 新 田 軍 海 矛 島 8牛12 桐 人 住 宅 鬱 設 無

穴山町字伊藤久保3409-1 桐 人件
‐T碑 設 8073 無

姫 町 上 榛 北 割 字 金 山 1199 個人住宅建設 無

龍 岡 町 若 足新 田字 海 老 島 3牛8 個 人 住 宅 建 設 20046 無

畑 町 上 穣 引佐ヨI軍◇ 山 1052‐ 2 個 人 住 宅 建 設 30101 無

107 華 岡 BT下篠 百 割 軍 】ヒ康 1155-4 個 人住 宅 e設 無

旭 町 上 條 北割 字 甘 利 山 +1 寅 犀律 譜 27800 無

藤 井 町 北 下 條 287‐ 6 倉 庫 19575 有 格 田営 の前 潰 跡 徹 掘 )

冨 士 甲― T日 1152‐ 2 個 人 住 宅 建 設 20222 無

六酢2-2418 個 人 住 宅 建 設 754 無

大 車 町 若 尾 字 上 手 屋 致 867-1 倉 董 29776 無

上祖母石774-2 個人住宅建設 2551 無

旭 町 上 篠 中割 字 小 曽根 2104-1 個 人 住 宅 建 設 52205 無

旭 町 上 篠 百 コI袢 山 2706-1 工 場 45711 無

藤 斗 酢振 キ 車

『

吾 圏 320-1 診 療 所 新 築 138856 征
小

際 井 町駒 井 字 砂 冨 神 318牛2 2 個 人倖 宅 帥 214 無

藤 井 町 北 下 篠 字 殿 田 1616-8 個 人 住 宅 建 設 24678 無

穴 山町 次 第 穿 4982 個 人 住 宅 建 設 28303 無

120 ]くネ日嘔翌え]2238-2 1 賃 富 住 宅 建 設 15472 無

下租母石2233-1 辞 車 場 3865 無

122 力旦町 上 條 中割 1799-4 個 人 住 号 建 設 31262 無

龍 岡 町 下 篠 南 割 1324 lE人住 : 建 設 23392 無

穴山BT6493 個 人 住 ! 建 設 67103 無

Fボ篠膏耳留H33 倉 庫 85219 無

町下 條 頁割 字 長 塚 道 下 650‐ 3 個人住宅建設 277 無

富 士 見 三 丁 目2628‐ 2 個 人 住 宅 建 設 無

本日T― T目 4385-5 個 人 住 宅 建 設 21678 無

旭 阿 上 篠 百 割 軍 二 陪 摩 477 5299 無

130 姫臣げ上條〕し割写桜木2084‐ 3 つ
｀
ルーフ

°
市―ム 30362 無

旭 町 上 條 南 割 888‐ 1 1 后 舗 建 設 22026 無

132 練 坂 BT宮 久保 字 夏 狩 5189-1 研 究 所 無

方RHT_L篠 引ヒ薯隠 桜 木 1982-27 個 人 住 宅 建 設 231 無

134 旭 町上 條 北 割 写 桜 本 1982-26 個人住宅建設 無

藤 井 町南 下 條 226-1 后 舗 熙

穴 山町 字 上 本 田 1399‐ 1 1 姻 人 住 宅 建 設 53127 熙

寵 間 凹T下候 更 割 650-1 造 成 54804 無

穂坂 町 冨 久 保 字 琵 芭 坂 42 個 人住 宅 0設 無

139 員坂 町 宮 久保 字 御 崎 平 5322-22 3 軍 厚 80289 無

員坂 町 三 ツ澤 字 防 来 石 587-2 1 個 人 住 r―E建設 36557 無

六 fHT二 丁 目1928-1 ,⊆合 52062 無

藤井町坂井字堂の前105‐ 5 1 個 人 住 宅 建 設 22186 無

穂 坂 町 三 ツ沢 字 西 の原 1232-2 1 鳥 産 物 加 工 施 設 26488 無

藤 井 町 北 下 條 字 建 石 島 1003-3 1 1回 人 仁 号 建 設 19586 無

中 島一 丁 目275516 1回 人 住 零 建 設 20022 無

禰 坂 RT丈軍 三 ツ 沢 軍 西 防 粟 石 4215 整備 事 業 1610 無

147 藤 井 町雨 下 條 680‐ 3 個人住宅建設 39973 無

旭 町上 條 南 割 2271 個 人 住 弓 建 設 13912 無

149 神 山町 北 宮地 妻 神 1137-1 為 車 コたと 52807 無

150 穴 山町 宰 三 ツ石 8865-3 1 個 人 住 ! 建 設 40952 無

藤 ヰ RT北下 篠 軍 ∈ 石 昌 11198 個 人 住 宅 ど 設 無
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No 所 在 地 他(筆数) 開発 目的 面 積 有  無 備 考

大 草 町 下 侯 東 割 字 堤 久 保 1050 共 同 倖 申 130396 無

龍 岡 HI若尾新 田268 欄 人件 宇 律 譜 77R 無

了 崎 酢 丈 軍 上 ノ 山 軍 外 輪 燻 365+ 含 産 13198 無

藤井町北下條字田中地348 個 人 住 宅 建 設 37364 無

藤 井 町 北 下 條 字 下 横 屋 1523‐ 7 廻 人住 宅 0設 231 52 右

漁 坂 町 宮 久保 字 女 夫 石 5036‐ 5 芳 人ホ ー ム斯 築 9645 無

藤 井 HT百下 篠 下 渕 原 145-4 個人住宅建設 無

本 町 ――T日 4352-3 個 人 住 宅 建 設 741 無

藤井町北下條字下横屋1503-2 個 人倖 車 律 設 41674 無

中 田 町 中條 字 後 地 1371-8 個 人倖 申 様 譜 クFIn as 無

龍 岡 BIT下 篠 南 割 192-3 ク
・サレーフ

マ
ホ_ム 55648 無

穴山町字宮窪4734-2 鉄 塔 建 築 2304 無

1∩4 一 ツ`ベ 1194_1 ヨ庫業事務所業倖宇律譜 無

JlkttHT北 卜候軍枇卍塚1143-1 個 人件 字 韓 設 39801 無

166 藤 井 町 北 下 篠 申 下 桔 犀 1528 個 人倖 宇 律 譜 36949 有 下 横 屋 遺 跡 (試掘・協 定 )

167 藤 斗 HT大卑 引に示 篠 車 示 桔 層 1508‐ 6 個人住宅建設 23071 無

1∩8 穂坂町宮久保字鳥ノ小池340 個 人 住 宅 建 設 88421 無

本 町 ― 丁 目牛 10 店舗 業 倖 宇 1547 無

170 際 弁 HT制井 1155 個 人件 宇 律 譜 a694a 無

畑 RT上篠 北 害I字 桜 林 1985‐ 31 個人住宅建設 15077 無

17ク 中 鳥 三 T日 ク840‐ 7 1 個 人 住 宅 建 設 28844 無

大 草 町 上 篠 東 割 字 神 宮前 +1 共 同倖 車 鬱 設 無

旭 町 上 篠 中割 634-22 個 人倖 宇 碑 譜 172 無

175 丈 軍 昨 下 篠 西 割 軍 斯 田 10241 倉 庫 22485 無

176 円野町上円井字上古河原2583 1 個 人住 宅 建 設 149214 無

177 藤 井 町 駒 井 字 宮 ノ前 4323 個 人 住 宅 感 設 41658 無 官 ノ市積 跡 (試稲・協 庁 )(詳 1

178 7kネ申――T目 4725-1 共 同 倖 4h韓設 無

若 宮 三 T目 731-4 個 人什 宇 て言譜 2252 無

藤井町北下條20034 介 護 施 設 無

藤 井 町 南 下 條 字 片 山 15471の一部 個 人 住 宅 建 設 43635 伍
（

旭 町 上 條 北 割 1991-11 1 ェ 場 78564 無

籠 岡 町 下 篠 東 割 宰 長 塚 道 上 985-4 個 人倖 宰 辮 20438 無

藤 井 町 駒 斗 車 両 徊 門 1096-14 個人住宅建設 29074 無

穂 坂 町 宮 久 保 字 積 道 下 4688 個 人 住 宅 建 設 31797 無

冨士 見 三 二
「

目2602-2 1 個 人 住 宅 痒 設 無

藤 井 町 北 下 條 字 下 横 犀 1508-7 個 人倖 宅 建 設 征
小

龍 岡 IHT下 篠 吏 割 929 1 個 人倖 宇 律 霊
小

丈 亘 DT卜 篠 嘲 I掌雲 llJ776_1 個 人 住 宅 建 5006 無

穂 坂 町 宮 久 保 字 三 百 水 722 工 場 無

若 宮 ― 丁 目610-1 共 同住 宅 韓 設 27376 無

192 積 坂 町 宮 久保 宰 八 T原 3864 個 人律 隼 e設 479453 無

龍 岡 酢 示 篠 東 割陣 岳 塚 首 ボ 620-4 個 人 住 宅 建 設 16575 無

旭 町 上 係 中割 字 渋 田 1801-6 廻 人 住 宅 建 設 19418 征
（

富 士 見 二 丁 目1599-3 個 人 住 宅 建 設 無

清 哲 RT青木 字 上 河 原 175-157 個 人住 宅 律 設 無

寿 冨 二 T日 672-4 専用住宅 無

藤 井 町 北 下 係 7下 横 屋 15083 個 人 住 宅 建 設 無

本 町 ― 丁 目2205 予 備 校 建 設 無

穴 山 町 字 南 原 25013 個 人 住 宅 0設 39861 無

大 草 BT上榛 東 割 216 個 人件 宰 韓 譜 10328 無

≧02 下祖母石2233-1 2 賃 貸 住 宅 無

7Kネ申2-7-54 増 改 築 征
（

藤 井 町 坂 井 字 琵 琶 田3206 薬 局 斯 築 1857 無

穂 坂 町三 ツ沢 字 京 塚 1349 嘉 ヶ岳 広域 島拍 鉦
小

際 弁 HT百 卜候 336-1 診 療 所 新 築 無

1 尋 用 住 宅 増 築 2385 無

―Ⅲツ谷2021‐ 3 1 個 人 住 宅 建 設 397 無

中 田 町 小 田川 字 蓮 囲 635-1 増 改 築 54328 無

丈 軍 HT上候 更 響1533‐ 1 個 人 住 宅 蕉 設 21768 無

本町三丁目2356-2 個人住宅建設 無

旭 町 上 篠 南 割 字 三 階 屋 482‐ 7 資材 置 場 無

語 岡 BT下篠 東 割 字 長 塚 道 上 985-4 個 人 住 宅 建 設 20438 無

穴山町字三ツ石8864-20 室己用住宅基礎工幸 20076 無

清哲町青木字原2115の 一部 個 人 住 宅 建 設 50355 無

三岡 町 下 條 東 割 字 門 開 11751 可 個 人 住 宅 建 設 40005 無

雲岡 町 下 榛 南 割 字 西 原 314 治 成 熙

穴山HT2457-3 1 目家 用 早 庫 4201 無

旭 町 上 探 北 割 1757 根 切 98766 無

富 士 見 ― 丁 目1138‐ 2 個 人 住 宅 建 設 10096 無

穴 山 RT字三 ツ石 8866‐ 5 個 人 住 宅 建 設 20232 熙

神 山 町 北 冨 地 写 河 原 谷 下 285 ク ルーフ ホーム 91721 無

藤 井 町雨 下 條 写 冷 田2869 1 1国 人 住 宅 建 設 14195 無

註 1)こ こは協定書では2483番地となつているが、埋蔵文化財通知書には、4323と なつていて、さらに、県の通達書には、4323番地のことを触れているの

で、4323番 地を協定書締結所在地とした。
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第 2章 平成15年度の試掘・発掘調査 概報

1 宮ノ前遺跡

所 在 地 :藤井町駒井字宮ノ前2483番地他

調 査 原 因 :個人住宅建設

調 査 期 間 :平成15年 6月

調 査 面 積 :416.58m2

考 :試掘調査・保護協定書締結

遺跡の概要

本遺跡は、塩川右岸の通称藤井平 と呼ばれる低地に位置する。この藤井平には、度重なる氾濫による自然堤防

状の微高地が多く見られる。遺跡東側には平成 8年度に調査された宮ノ前第 5遺跡が存在する。

今回、宮ノ前第 5遺跡に隣接する地点での開発に伴い、韮崎市教育委員会で試掘調査を行い、遺構を確認 した。

遺構確認後、地権者・建設業者・韮崎市教育委員会の 3者間で協議を行い、保護協定を締結 した。

オ ＼

第 1図 宮ノ前遺跡 保護協定範囲

袖夢タス碑

承
ｔ

‐rヽf式ム
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2 下横屋遺跡

所 在 地

調 査 原 因

調 査 期 間

調 査 面 積

備   考

藤井町北下條字下横屋1523‐7

個人住宅建設

平成15年 8月

231.52m2

試掘調査・保護協定書締結

Ａ
ギ

ヨ

遺跡の概要

本遺跡は、塩川右岸の通称藤井平 と呼ばれる低地に位置する。この藤井平には自然堤防状の微高地がみ られ、

本遺跡も微高地上にある。遺跡南東には平成元年度に発掘調査された下横屋遺跡、南側には平成12年度に発掘調

査された下横屋第 2遺跡が存在 し、周辺が弥生時代から平安時代にかけての人々の生活地であると考えられる。

今回、下横屋遺跡・下横屋第 2遺跡に隣接する地点で開発が行われることになり、韮崎市教育委員会で試掘調

査を行い、その結果遺構を確認 した。遺構確認後、土地所有者 。開発業者・韮崎市教育委員会の 3者間で協議 し、

保護協定を締結 した。

第 2図 下横屋遺跡 保護協定範囲

‖
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3 下横屋遺跡Ш

所 在 地 :藤井町北下條字下横屋1526番地他

調 査 原 因 :宅地分譲地内の道路敷設

調 査 期 間 :平成15年 6月

調 査 面 積 :約 200m2

備   考 :試掘調査 。一部発掘調査・保護協定書締結

遺跡の概要

本遺跡は、塩川右岸の通称藤井平 と呼ばれる低地に位置する。遺跡の所在する場所は通称藤井平 と呼ばれてお

り、『甲斐国志』には「穴山ヨリ南小田川、駒井、坂井、中條、下條、韮崎等ノ数村フ里人藤井ノ庄五千石 卜云」

との記載があり、古くから穀倉地帯であつたことが うかがえる。遺跡南側には平成元年度に発掘調査された下横

屋遺跡、平成12年度に発掘調査された下横屋第 2遺跡が存在する。

今回開発に伴い、韮崎市教育委員会で試掘調査を行い、遺構を確認 した。遺構確認後、土地所有者 。開発業

者 。韮崎市教育委員会の 3者間で協議を行い、開発予定地内に新規に建設する道路部分について発掘調査を実施

し、その他の部分については保護協定を締結 した。

今回の発掘調査の結果、竪穴住居址 1軒、溝 2条を確認 した。竪穴住居 J■ は、平安時代のものと思われ、柱穴

を 1本確認 した。溝 1条は所属時期不明で、残る 1条は弥生時代から古墳時代のものであろう。出土遺物は、白

磁皿 。土師器などである。

第 3図 下横屋遺跡Ⅲ 保護協定範囲

断
レ
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4 下横屋遺跡Ⅳ

所 在 地 :藤井町北下條字水無421‐ 4他 1筆

調 査 原 因 :宅地分譲地内の道路敷設

調 査 期 間 :平成15年 8月

調 査 面 積 :約400m2

備   考 :試掘調査 。一部発掘調査・保護協定書締結

遺跡の概要

本遺跡は、塩川 と七里岩台地に挟まれた低位の河岸段丘にある。藤井平は、度重なる氾濫による自然堤防状の

微高地が多く見られ、『甲斐国志』の記載からは、古 くから穀倉地帯であったことが うかがえる。本遺跡は、この

藤井平の中央部よりやや南側に広がる。南北に走る主用用水路の東側にあり、もともと中州状であつたことが推

定される。

今回の開発に伴い、事前に文化財保護法第57条 の 2に関する書類が韮崎市教育委員会に提出され、韮崎市教育

委員会で試掘調査を行つた。その際遺物が出上 したため、地権者・開発業者・韮崎市教育委員会の 3者間で協議

を行い、開発予定地内に新規に建設する道路部分については発掘調査を実施 し、その他の部分については保護協

定を締結 した。

今回の発掘調査の結果、縄文時代の上器、弥生時代の上器、古墳時代の長胴甕の一部、平安時代の灰釉陶器の

一部などの遺物が出土した。遺構は発見されなかった。

一 イ オ ｀
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第 4図 下横屋遺跡Ⅳ 保護協定範囲
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5 坂井遺跡

所 在 地

調 査 原 因

調 査 期 間

調 査 面 積

備   考

藤井町坂井字茅林764■

個人住宅建設

平成15年10月

143.1lm2

試掘調査・保護協定書締結

遺跡の概要

坂井遺跡は、八 ヶ岳の岩屑流により形成された七里岩台地上に位置する。遺跡のある七里岩台地の南西端部に

は、畑地や果樹園が広がつている。その中にこんもりとした小円頂丘 と涌水点が所々点在 している。坂井遺跡は

こうしたいくつかの小円頂丘と涌水地点を合む場所に立地 している。

坂井遺跡は、地元の故志村滝蔵氏により発見され、氏の熱意 と多大な尽力によつて発掘調査が行われた。以後

も、昭和40年の坂井遺跡調査報告書の自費出版、坂井考古館設立や竪穴式住居址の仮復元、出土遺物の管理・保

管などが行われた。その大きな成果は、ご子息の志村富三氏に引き継がれ、今現在も守 り続けられている。韮崎

市、更には山梨県考古学史において端緒 となる坂井遺跡は、縄文時代、古墳時代、平安時代、中世に所属 し、長

い期間この地に人々が暮 らしていたことを示 している。故滝蔵氏により発掘調査された地点を合めて、周囲の畑

や果樹園に集落が広がつていると考えられる。

今回この坂井遺跡に隣接する地点での開発に伴い、開発予定地が埋蔵文化財包蔵地であることから、韮崎市教

育委員会で試掘調査を行い、遺構を確認 した。遺構確認後、地権者 。開発業者・韮崎市教育委員会の 3者間で協

議を行い、保護協定を締結 した。
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第 5図 坂井遺跡 保護協定範囲
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6 後田堂の前遺跡

所 在 地 :藤井町北下條287‐6

調 査 原 因 :倉庫建設

調 査 期 間 :平成15年 5月

調 査 面 積 :195,75m2

備   考 :試掘調査

遺跡の概要

本遺跡は、塩川右岸の通称藤井平 と呼ばれる低地に位置する。藤井平は、中央部を流れる塩川によつて約

9.5kmにわた り、幅数百m～ lkmに及ぶ平坦で長大な河岸段丘が形成されている。藤井平 と呼ばれる段丘面上は

古来「藤井五千石」と称される穀倉地帯であつたことが知 られている。遺跡北側には平成 7年度に発掘調査された

後田第 2遺跡が存在する。

今回、後田第 2遺跡に隣接する地点で開発が行われることとなり、試掘調査を行った。その結果、遺構・遺物

は確認できなかった。
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第 3章 まとめ

平成15年度に韮崎市内で遺跡の有無確認調査が行われた箇所は、222地点であつた。

ここ数年の韮崎市の土地開発は、韮崎駅周辺から郊外へと移つている。その結果、有無確認調査実施地も、市

内全域へと広がりを見せていて、各地域での歴史が少しずつ解明されている。目的も個人住宅建設が圧倒的に多

く、これは小規模な開発が、広域に行われていることを示している。本年度の調査では、とくに藤井町 (35ヶ所)、

龍岡町 (24ヶ 所)、 旭町 (25ヶ 所)、 穂坂町 (20ヶ 所)、 穴山町 (20ヶ 所)、 大草町 (19ケ 所)で開発が多く行われてい

る。

現在把握されている遺跡の分布地に加え、このような開発による遺跡の有無確認調査により、遺跡の有無・範

囲の特定が新たに確認されていくことは、本市の歴史を考える上で有効な資料となる。

開発関係者の御協力なくしては無し得ない調査であることを感謝し、歴史を刻み続けている我が市は、いにし

えからの歴史を忘れることなく歴史を刻むことがこれからの我々の課題であろう。今後も開発は多くなるであろ

うが、今年度実施された遺跡の有無確認調査や発掘調査が、今後の埋蔵文化財保護に重要な役割を果たすものと

思われる。

また、下横屋遺跡も今年度までに4度の発掘調査が実施され、広範囲に広がる下横屋遺跡のデータが少しずつ

蓄積されている。今後このデータで下横屋遺跡の全体像を明らかに出来ると思われる。

最後になるが、本報告書が韮崎市の歴史を後世に伝え、自然と文化が共生する地域のさらなる発展の手助けと

なる役割を担えれば幸いである。
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